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11
月
13

日（
日
）
に

大
川
小
学

校
祭
り
が

開
催
さ
れ
、

ぱ
ー
る
会

は
今
年
も

バ
ザ
ー
出

店
を
し
ま
し
た
。
遊
休
品
や
手
作

り
の
小
物
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
値

札
を
付
け
て
当
日
、
栗
赤
飯
、
か

し
わ
飯
、
自
家
菜
園
の
野
菜
を
出

品
し
ま
し
た
。
販
売
時
間
前
か
ら

行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
決
め
ら
れ

た
お
こ
づ
か
い
の
中
で
買
い
物
し

て
い
る
こ
ど
も
た
ち
の
表
情
が
、

な
ん
と
も
い
じ
ら
し
く
、
こ
こ
ろ

癒
さ
れ
た
り
、
校
長
先
生
か
ら
大

銀
杏
の
銀
杏
を
い
た
だ
き「
大
変

手
間
が
か
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
」

と
感
動
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

No.133

大
川
小
学
校
祭
り

　
　
　
　に
参
加
し
て

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

　
11
月
21
日
、
社
協
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修

で
、
長
崎
に
あ
る
祈
り
の
丘
美
術

館
・
童
話
館
に
会
員
７
名
で
行
き

ま
し
た
。
１
階
は
絵
本
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
２
階
・
３
階
は
企
画
展
と

常
設
展
、
絵
本
５
０
０
冊
と
く
つ

ろ
げ
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
あ
る
九

州
初
の
絵

本
美
術
館

で
す
。
企

画
展
で
は

清
水
昆
氏

生
誕
百
年

父
娘
（
お

や
こ
）
展

研
修
を
終
え
て

が
あ
り
昆
氏
は
黄
桜
の
河
童
の
絵

で
有
名
で
す
が
「
か
に
む
か
し
」

「
ふ
し
ぎ
な
た
い
こ
」
な
ど
の
絵

本
も
書
か
れ
て
、
原
画
に
は
納
得

さ
れ
る
ま
で
何
度
も
手
を
加
え
た

跡
が
あ
り
絵
本
に
対
す
る
思
い
の

強
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
60
歳

か
ら
絵
を
始
め
た
大
道
あ
や
氏
の

大
作
「
び
わ
の
木
の
下
」
で
は
優

し
さ
と
生
命
力
に
心
を
奪
わ
れ
ま

し
た
。
絵
本
だ
け
で
は
知
り
得
な

い
部
分
を
勉
強
出
来
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
の
感
動
し
た
気
持
ち

を
大
切
に
絵
本
の
す
ば
ら
し
さ
を

少
し
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
勉
強
し
て
い
こ
う
と
会

員
一
同
思
い
ま
し
た
。

か
ざ
ぐ
る
ま
　
丸
高
眞
由
美

ぱ
ー
る
会
の
活
動
を
少
し
で
も
知

っ
て
も
ら
え
た
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
心
地
良
い

疲
れ
に
さ
わ
や
か
さ
を
感
じ
た
１

日
で
し
た
。

ぱ
ー
る
会

　
11
月
26
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
社
協
主
催
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
と
語
る
会
が
あ
り
、

そ
の
中
で
「
電
動
車
椅
子
の
利
点

ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
と
語
る
会

と
安
全
な

使
用
法
」

の
講
演
が

あ
り
ま
し

た
。「
電
動

車
椅
子
の

お
話
に
興

味
が
あ
る

か
ら
来
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
を

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
聞
き
、
今
は

さ
ほ
ど
歩
行
に
不
自
由
を
感
じ
て

い
な
く
て
も
、
や
は
り
先
々
の
事

が
不
安
に
な
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
、
講
師
の
丁
寧
な
説
明
の
中

で
電
動
車
椅
子
の
リ
ー
ス
も
あ
る

と
分
か
っ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。毎
年
の
こ
と
で
す
が
、

婦
人
会
の
方
々
の
心
の
こ
も
っ
た

お
弁
当
や
手
作
り
の
蒟
蒻
の
お
い

し
さ
に
皆
さ
ん
舌
鼓
を
打
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
あ
り
「
語
る

会
」
が
支
え
ら
れ
高
齢
者
の
方
た

ち
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
と
努
力

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

友
愛
訪
問
の
会

モノ作りセミナーのご案内 卓上織り機で [エコ織り物」を作ろう　

2 月 25日（土）（1回目）
10：00～12：00　福祉センター研修室Ｃ　

●受講料　500 円　●定員　先着 15 名
古布を裂いて、ステキな織物を作りませんか？
皆さまのご参加をお待ちしております。

作例見本
※湯飲みは、作りません

※参加者は裁ちハサミと、古布（木綿）をお持ちください。
3月 3日（土）（2回目）
10：00～12：00　福祉センター研修室Ｃ　

3 月 10日（土）（3回目）
10：00～12：00　福祉センター研修室Ｃ　

詳しくは、かすやボランティアセンターまで
☎ FAX　９３８－８８３５
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2月2日（金） 午前10時
　　郡老連健康ウォーキング大会
　　駕与丁公園（雨天の場合は翌３日に延期）
2月7日（火） 午前10時
　　2月定例理事会　福祉センター
2月17日（金） 午前10時
　　第3回高齢者学級　福祉センター
　　演題　「粕屋町の歴史」
　　講師　西垣彰博氏（粕屋町教育委員会
　　　　　　　　　　 社会教育課主任主事）

12 

月 

の 

行 

事

■「
健
康
を
進
め
る
運
動
」
推
進
研

　

修
会

　

12
月
１
日（
木
）　

午
前
10
時
30

分　

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　

竹
田
会
長
、
小
林
女
性
部
長
の

　

２
名
参
加

■「
人
権
を
尊
重
す
る
町
民
の
つ

　

ど
い
」

　

12
月
４
日（
日
）　

午
後
１
時
30

分　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

会
長
、
女
性
部
長
、
全
員
参
加

　

粕
屋
町
小
中
学
校
生
徒
の
、「
人

権
作
品
・
あ
い
さ
つ
運
動
作
品
」

の
入
賞
者
の
表
彰
、
並
び
に
作
品

の
発
表
が
あ
り
、
最
後
に
西
小
学

校
６
年
生
の
、
宝
珠
山
体
験
活
動

「
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
貢
献
の
旅
」

の
学
習
発
表
が
あ
り
、
児
童
と
現

地
の
人
々
、
中
で
も
お
年
寄
り
と

の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
は
来
場
者

に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 粕屋町老人クラブ連合会で

企画されたコーナーです。

■
12
月
定
例
理
事
会

　

12
月
６
日（
火
）　

午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

経
過
報
告
・
12
月
、
１
月
、
２

月
の
行
事
に
つ
い
て
検
討

・ 

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
救
援

活
動
に
つ
い
て
、
県
老
ク
連
か

ら
の
お
礼

・ 

24
年
度
版
老
人
ク
ラ
ブ
手
帳
を

各
会
長
・
女
性
部
長
へ
配
付

・ 

24
年
度
版
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
日

誌
、
家
計
簿
の
各
単
位
ク
ラ
ブ

の
申
込
に
つ
い
て

・ 

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に

つ
い
て
、
チ
ラ
シ
配
付
と
交
通

安
全
の
徹
底
に
つ
い
て

２
月
の
行
事
予
定

「
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
害
等
防

止
に
関
す
る
条
例
」案
に
対

す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
「
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
害
等
防
止
に

関
す
る
条
例
」
と
は
、
飼
い
犬
等
の

ふ
ん
及
び
尿
の
処
理
に
つ
い
て
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的
と
し
、
犬

を
散
歩
さ
せ
る
際
に
ふ
ん
の
後
始
末

を
し
な
い
飼
い
主
に
対
し
て
過
料
を

科
す
条
例
で
す
。

◎
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

[

意
見
募
集]

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
賛
同
を
得
る
と

と
も
に
、
よ
り
良
好
な
生
活
環
境
の

維
持
に
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
よ
い

条
例
と
す
る
た
め
、
条
例
の
概
要
を

お
示
し
し
、
広
く
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

●
意
見
募
集
期
間　

２
月
１
日（
水
）

か
ら
３
月
２
日（
金
）
ま
で

●
縦
覧
要
領　

粕
屋
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ほ
か
、
粕
屋
町

役
場（
町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
環

境
生
活
課
）、
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
、

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
縦
覧
場
所
を

設
置
し
、
公
表
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

電
子
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
郵
送
・
窓
口
持
参
の
い
ず

れ
か

●
そ
の
他　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見

を
提
出
さ
れ
た
方
の
住
所
・
氏
名

な
ど
は
公
表
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◎
条
例（
案
）
の
概
要

■
町
の
責
務

  

・
住
民
に
良
好
な
生
活
環
境
を
維

持
す
る
た
め
、
ふ
ん
害
防
止
に

関
す
る
啓
発
に
努
め
る
。

■
飼
い
主
の
責
務

  

・
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
に
は
、

ふ
ん
を
処
理
す
る
用
具
を
携
帯

す
る
こ
と
。

  

・
ふ
ん
に
よ
り
、
公
共
の
場
所
な

ど
を
汚
し
た
と
き
は
、
ふ
ん
を

持
ち
帰
る
こ
と
。

  

・
尿
に
つ
い
て
も
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
適
正
に
処

理
す
る
こ
と
。

  

・
飼
い
犬
な
ど
を
適
正
に
飼
養
し
、

又
は
管
理
す
る
と
と
も
に
、
町

が
行
う
施
策
に
協
力
す
る
こ
と
。

■
住
民
の
権
利

  

・
公
共
の
場
所
な
ど
を
汚
し
た
者

に
対
し
て
、
原
状
回
復
の
た
め
、

自
己
の
生
活
に
必
要
な
限
り
に

お
い
て
注
意
又
は
助
言
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

  

・
注
意
又
は
助
言
を
受
け
た
者
は
、

そ
の
内
容
に
配
慮
し
、
こ
の
条

例
の
目
的
達
成
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

●
あ
て
先
・
問
合
先　

粕
屋
町
役
場

　

環
境
生
活
課  

〒
８
１
１
ー
２
３
９

　

２　

粕
屋
町
駕
与
丁
１
ー
１
ー
１

　

☎（
９
３
８
）０
１
９
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）３
１
５
０

　

Ｅ
メ
ー
ル　

b
o
s
yu@
to
w
n.

ka

　

su
ya.

fu
ku
o
ka.

jp

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
10
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　

☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　

０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　

川
口
ま
で
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募
集]

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
賛
同
を
得
る
と

と
も
に
、
よ
り
良
好
な
生
活
環
境
の

維
持
に
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
よ
い

条
例
と
す
る
た
め
、
条
例
の
概
要
を

お
示
し
し
、
広
く
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

●
意
見
募
集
期
間　

２
月
１
日（
水
）

か
ら
３
月
２
日（
金
）
ま
で

●
縦
覧
要
領　

粕
屋
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ほ
か
、
粕
屋
町

役
場（
町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
環

境
生
活
課
）、
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
、

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
縦
覧
場
所
を

設
置
し
、
公
表
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

電
子
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
郵
送
・
窓
口
持
参
の
い
ず

れ
か

●
そ
の
他　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見

を
提
出
さ
れ
た
方
の
住
所
・
氏
名

な
ど
は
公
表
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◎
条
例（
案
）
の
概
要

■
町
の
責
務

  

・
住
民
に
良
好
な
生
活
環
境
を
維

持
す
る
た
め
、
ふ
ん
害
防
止
に

関
す
る
啓
発
に
努
め
る
。

■
飼
い
主
の
責
務

  

・
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
に
は
、

ふ
ん
を
処
理
す
る
用
具
を
携
帯

す
る
こ
と
。

  

・
ふ
ん
に
よ
り
、
公
共
の
場
所
な

ど
を
汚
し
た
と
き
は
、
ふ
ん
を

持
ち
帰
る
こ
と
。

  

・
尿
に
つ
い
て
も
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
適
正
に
処

理
す
る
こ
と
。

  

・
飼
い
犬
な
ど
を
適
正
に
飼
養
し
、

又
は
管
理
す
る
と
と
も
に
、
町

が
行
う
施
策
に
協
力
す
る
こ
と
。

■
住
民
の
権
利

  

・
公
共
の
場
所
な
ど
を
汚
し
た
者

に
対
し
て
、
原
状
回
復
の
た
め
、

自
己
の
生
活
に
必
要
な
限
り
に

お
い
て
注
意
又
は
助
言
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

  
・
注
意
又
は
助
言
を
受
け
た
者
は
、

そ
の
内
容
に
配
慮
し
、
こ
の
条

例
の
目
的
達
成
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

●
あ
て
先
・
問
合
先　

粕
屋
町
役
場

　

環
境
生
活
課  

〒
８
１
１
ー
２
３
９

　

２　

粕
屋
町
駕
与
丁
１
ー
１
ー
１

　

☎（
９
３
８
）０
１
９
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）３
１
５
０

　

Ｅ
メ
ー
ル　

b
o
s
yu@

to
w
n.

ka

　

su
ya.

fu
ku
o
ka.

jp

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
10
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　

☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　

０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　

川
口
ま
で
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上大隈区　子ども会育成会の活動の意味　　　　　上大隈区　子ども会育成会の活動の意味　　　　　

粕屋町子ども会育成会連絡協議会で企画されたコーナーです。

1．子ども会育成会の立ち上げ
　私たちが子ども会育成会を立ち上げたとき、
最初は地域の一部の方々に反対されていました。
　それは、区には子ども会があるのに、どうし
て今、育成会が必要なのかが理解されていない
からでした。育成会とは子ども会を見守る地域
の大人たちの集まりなのですが、それが理解で
きていなかったのです。
　しかし、最初は「何も協力しないからね」と言
っていた方々も、いざ育成会をやり始めると区
の皆さんはとても協力的で、特に老人クラブの
皆さんは子どもたちと遊び・作り・学び、いろ
いろなことに参加していただきました。
　私たちの区に育成会を立ち上げて本当に良か
ったと思います。

２．子ども会とは？
　皆さんの区では、親ども会になっていません
か。
　私たちの区でも子ども会は親ども会でした。
親が考え親が子どもに指示し、子どもが親の指
示通りに動く。とても子ども会とは言えない矛
盾した状態でした。
　しかし、本当の子ども会は子どもたちの会で
す。子どもたちが自分たちで考え、自分たちで
活動していくのが子ども会です。（子ども会に
入るといつか役員にならないといけないのでは
ないかと思っている親がいるのではないですか。
それは間違いです。子ども会は子どもたちの会
ですから、当然役員も子どもたちであり、親は
PTAの役員であったり、地域の大人として子
ども会を支える子ども会育成会の役員を担うの
です）。

３．子ども会育成会の活動の中で
　私たちが数名で区に育成会を立ち上げ、今や
8年になりました。毎年少しずつ地道にやって
きましたが、本当に長い年数でした。これまで
8年の間、役員の皆さんには本当に助けられ、
今の子ども会育成会があります。
　これまでの活動の中で一番に感じるのは、区
民の方たちの支えが大きいということです。子
どもは区の宝として、こんなに見守っていただ
けてるのだなと感じてます。
　例えば夏祭りで楽しんでもらうために、育成
会が動き、区民の方々の寄付で子どもたちはい
ろいろなゲームコーナーなどを楽しんで遊ぶこ
とができます。
　食事は農家の方々にもち米や米、野菜などを
寄付してもらっているので、子どもたちは餅つ
きを楽しんだり、安心安全なものを食べること
ができます。
　このように区民の方々には大変お世話になり、
子どもたちには地域と繋がりができたことによ
り、4月より正式に、本来有るべき姿の子ども
会・子ども会育成会としてやっていくことにな
りました。
　子ども会育成会は、子どもたちが考え、動く
ことに対して、金銭、知識の面でサポートし、
思いやりの大切さなど教えるべきことは教え、
地域の大人みんなで見守っていくものです。
　これからも区の大人として昔を思い出しなが
ら、みんなでいつも子どもたちを見守っていき
たいと思います。

上大隈区子ども会育成会会長　飯干辰美
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確
定
申
告
・
納
付
期
限

の
ご
案
内

セ
ー
フ
テ
ィ
共
済（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の

ご
案
内

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎（
９
３
８
） 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.95

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
の
受
付
期
限
は
３
月
15
日（
木
）、

消
費
税
確
定
申
告
の
受
付
期
限
は

４
月
２
日（
月
）
で
す
。『
所
轄
税

務
署
』
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。　

●
税
務
相
談
開
催
日
時

　

２
月
16
日（
木
）
〜
、
月
曜
日
〜

金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士

●
予
約　

粕
屋
町
商
工
会

　

☎（
９
３
８
）
２
４
５
６

※

開
催
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

経
営
者
ご
自
身
の
退
職
金
を
準

備
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

・
掛
金
は
１
，
０
０
０
円
〜
７

　

０
，
０
０
０
円
ま
で
の
範
囲

内
で
自
由
に
選
べ
ま
す
。（
増

額
・
減
額
が
で
き
ま
す
）

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

・
掛
金
全
額
、
課
税
対
象
所
得
か

ら
控
除

・
担
保
・
保
証
人
不
要
で
、
事
業

資
金
等
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

※

個
人
事
業
主
の
配
偶
者
や
後
継

者
な
ど「
共
同
経
営
者
」
も
加

入
で
き
ま
す
。

　

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
、
そ
ん

な
と
き
あ
な
た
を
守
る
、
安
心
の

共
済
で
す
。

・
掛
金
は
５
，
０
０
０
円
〜
２
０

　

０
，
０
０
０
円（
５
，
０
０
０

単
位
）
ま
で
の
範
囲
以
内
で
自

由
に
選
べ
ま
す
。（
増
額
・
減

額
が
で
き
ま
す
）

・
掛
金
総
額
が
８
０
０
万
円
に
な

る
ま
で
積
立
て
れ
ま
す
。

・
取
引
先
倒
産
の
場
合
最
高

８
，
０
０
０
万
円
の
共
済
貸
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
貸
付
条

件
に
よ
り
、
貸
付
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

・
掛
金
は
税
法
上
経
費（
個
人
）

ま
た
は
損
金（
法
人
）
に
算
入

で
き
ま
す
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
高

校
・
大
学
へ
の
入
学
時
、
在
学
中

に
か
か
る
費
用（
入
学
金
・
授
業

料
な
ど
）
を
融
資
い
た
し
ま
す
。

●
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
あ

た
り
３
０
０
万
円

●
返
済
期
間　

15
年
以
内

※

条
件
に
よ
り
18
年
以
内

●
使
途　

入
学
金
・
授
業
料
・
教

科
書
代
・
家
賃
等

●
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返

済

※

ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
可
能

●
金
利　

固
定
金
利

※

利
率
は
変
動
い
た
し
ま
す
の
で

お
申
し
込
み
時
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　

☎（
４
１
１
）９
１
１
２

▽
粕
屋
町
商
工
会

　
　
　
　

☎（
９
３
８
）２
４
５
６

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
は
、
酒
殿
区
の
交
換
対
象
お

宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
４
５
７
６

㈱
倉
田　
　

☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱
☎（
９
３
８
）
２
２
４
５

●
問
合
せ　

直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課
☎（
９
３
８
）
０

　

２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
の
粕
屋
町
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
書
配
布　

２
月
１
日（
水
）か

ら　
●
受
付
期
間　

３
月
１
日（
木
）か
ら

３
月
14
日（
水
）ま
で

●
注
意
事
項　

申
請
書
配
布
、
受
付

の
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
、
粕
屋
町
役
場
上
下
水
道
課
窓

口
に
て
行
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
記
入
し
た
申
請
書
の
提

出
は
必
ず
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
郵
送
不
可
）

●
問
合
せ　

不
明
な
点
や
詳
細
に
つ

い
て
は
、
粕
屋
町
上
下
水
道
課
管

理
係
☎（
９
３
８
）０
２
３
９
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
指
定
申
請
の

お
知
ら
せ
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こ
の
コ
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い
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☎（
９
３
８
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４
５
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」
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で
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平
成
23
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
の
受
付
期
限
は
３
月
15
日（
木
）、

消
費
税
確
定
申
告
の
受
付
期
限
は

４
月
２
日（
月
）
で
す
。『
所
轄
税

務
署
』
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。　

●
税
務
相
談
開
催
日
時

　

２
月
16
日（
木
）
〜
、
月
曜
日
〜

金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士

●
予
約　

粕
屋
町
商
工
会

　

☎（
９
３
８
）
２
４
５
６

※

開
催
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

経
営
者
ご
自
身
の
退
職
金
を
準

備
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

・
掛
金
は
１
，
０
０
０
円
〜
７

　

０
，
０
０
０
円
ま
で
の
範
囲

内
で
自
由
に
選
べ
ま
す
。（
増

額
・
減
額
が
で
き
ま
す
）

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

・
掛
金
全
額
、
課
税
対
象
所
得
か

ら
控
除

・
担
保
・
保
証
人
不
要
で
、
事
業

資
金
等
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

※

個
人
事
業
主
の
配
偶
者
や
後
継

者
な
ど「
共
同
経
営
者
」
も
加

入
で
き
ま
す
。

　

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
、
そ
ん

な
と
き
あ
な
た
を
守
る
、
安
心
の

共
済
で
す
。

・
掛
金
は
５
，
０
０
０
円
〜
２
０

　

０
，
０
０
０
円（
５
，
０
０
０

単
位
）
ま
で
の
範
囲
以
内
で
自

由
に
選
べ
ま
す
。（
増
額
・
減

額
が
で
き
ま
す
）

・
掛
金
総
額
が
８
０
０
万
円
に
な

る
ま
で
積
立
て
れ
ま
す
。

・
取
引
先
倒
産
の
場
合
最
高

８
，
０
０
０
万
円
の
共
済
貸
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
貸
付
条

件
に
よ
り
、
貸
付
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

・
掛
金
は
税
法
上
経
費（
個
人
）

ま
た
は
損
金（
法
人
）
に
算
入

で
き
ま
す
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
高

校
・
大
学
へ
の
入
学
時
、
在
学
中

に
か
か
る
費
用（
入
学
金
・
授
業

料
な
ど
）
を
融
資
い
た
し
ま
す
。

●
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
あ

た
り
３
０
０
万
円

●
返
済
期
間　

15
年
以
内

※

条
件
に
よ
り
18
年
以
内

●
使
途　

入
学
金
・
授
業
料
・
教

科
書
代
・
家
賃
等

●
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返

済

※

ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
可
能

●
金
利　

固
定
金
利

※

利
率
は
変
動
い
た
し
ま
す
の
で

お
申
し
込
み
時
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　

☎（
４
１
１
）９
１
１
２

▽
粕
屋
町
商
工
会

　
　
　
　

☎（
９
３
８
）２
４
５
６

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
は
、
酒
殿
区
の
交
換
対
象
お

宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
４
５
７
６

㈱
倉
田　
　

☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱
☎（
９
３
８
）
２
２
４
５

●
問
合
せ　

直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課
☎（
９
３
８
）
０

　

２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
の
粕
屋
町
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
書
配
布　

２
月
１
日（
水
）か

ら　
●
受
付
期
間　

３
月
１
日（
木
）か
ら

３
月
14
日（
水
）ま
で

●
注
意
事
項　

申
請
書
配
布
、
受
付

の
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
、
粕
屋
町
役
場
上
下
水
道
課
窓

口
に
て
行
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
記
入
し
た
申
請
書
の
提

出
は
必
ず
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
郵
送
不
可
）

●
問
合
せ　

不
明
な
点
や
詳
細
に
つ

い
て
は
、
粕
屋
町
上
下
水
道
課
管

理
係
☎（
９
３
８
）０
２
３
９
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
指
定
申
請
の

お
知
ら
せ
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粕
屋
町
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

土
地
開
発
公
社
は
、
地
方
公
共
団

体
が
地
域
の
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る

た
め
に〈
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に

関
す
る
法
律
〉
に
基
づ
き
設
立
さ
れ

た
法
人
で
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
厳
し
い

財
政
状
況
に
よ
り
、
全
国
的
に
も
土

地
の
先
行
取
得
の
需
要
が
減
少
傾
向

と
見
込
ま
れ
る
中
、
土
地
開
発
公
社

が
果
た
す
べ
き
役
割
も
減
少
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
粕
屋
町
土
地
開
発
公

社
が
所
有
す
る
遊
休
地
の
公
売
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
従
来
の
土
地
売
却
の
方

法
を
見
直
し
、
民
間
事
業
者
の
ア
イ

デ
ア
と
工
夫
を
取
り
入
れ
、
町
・
公

社
・
民
間
事
業
者
が
連
携
し
て
土
地

活
用
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
や
財
政
面
で
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
事
業
と
す
る
た
め
、
土
地
活

用
事
業
の
提
案
を
公
募
し
、
プ
ラ
ン

及
び
委
託
業
者
の
選
定
を
行
い
ま
し

た
。

　

粕
屋
町
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
を

基
に
選
定
い
た
し
ま
し
た
結
果
、〈
エ

コ
タ
ウ
ン（
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち

づ
く
り
）〉
及
び
住
宅
建
設
を
条
件
と

し
た
後
述
の
土
地
活
用
事
業
プ
ラ
ン

が
採
択
さ
れ
、
一
つ
の
街
づ
く
り
モ

デ
ル
と
し
て
自
然
環
境
や
災
害
時
に

配
慮
し
た
街
づ
く
り
を
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
行
な
い
、
そ
の
取
り
組
み

を
町
全
体
に
波
及
さ
せ
、
粕
屋
町
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
計
画
法
及

び
土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
申
請
を

福
岡
県
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
結
果
、

平
成
23
年
12
月
に
許
可
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
。

■
土
地
活
用
事
業
プ
ラ
ン

　

全
戸
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
す
る

等
の
付
加
価
値
の
高
い
住
宅
で
、
環

境
に
配
慮
し
た
町
並
を
形
成
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
町
並
を
維
持
す
る
仕

組
み
を
作
り
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に

備
え
、
地
下
に
貯
水
池
の
設
置
を
行

い
、
万
一
の
災
害
時
に
は
太
陽
光
等

で
発
電
し
た
電
気
を
被
災
者
に
分
け

て
い
た
だ
く
な
ど
の
協
力
を
お
願
い

で
き
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

　

土
地
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も

に
、
入
居
者
が
永
く
住
み
続
け
た
い

と
思
う
住
ま
い
を
提
供
し
、
人
と
人

＜事業対象地位置図＞ ＜完成予想図＞

対象地

が
自
然
と
仲
良
く
暮
ら
せ
る
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
溢
れ
る
街
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

な
お
、
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp://

w
w
w.

to
w
n.

ka
su
ya.

　

fu
ku
o
ka.

jp/

●
問
合
せ　

粕
屋
町
土
地
開
発
公
社

（
事
務
局
・
粕
屋
町
役
場　

経
営

政
策
課
）〒
８
１
１
ー
２
３
９
２

福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町
駕
与
丁
１

丁
目
1
ー
1　

☎（
９
３
８
）
０
１

　

７
５

（広告）

●
日
時　

３
月
１
日(

木) 　

午
前
１

時
30
分
〜
受
付　

午
後
２
時
〜
午

後
４
時

●
場
所　

福
岡
県
宗
像
総
合
庁
舎

●
内
容　

▽
講
演「
病
気
の
子
ど
も

と
向
き
合
う
た
め
に
」　

講
師
＝

前
田
徳
子
先
生（
臨
床
心
理
士（
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
））、▽
交

流
会

●
参
加
対
象　

小
児
慢
性
特
定
疾
患

児
の
ご
家
族（
託
児
相
談
可
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
み　

２
月
17
日(

金)

ま
で
に
、

電
話
で
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
事

務
所
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係　

☎（
９
３
９
）
１
５
３
４
へ

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
の

ご
家
族
の
た
め
の
講
演
会

・
交
流
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東日本大震災復興支援チャリティー

駕与丁公園ファミリーフェスタ ～絆～

●日時　３月11日（日）12:00～15:30（予定）

●場所　駕与丁公園交流広場

開催のお知らせ
　あと１か月で震災発生後１年が経ちます。震災が発生してから今ま
で、被災地の方々も復興に向けて力を尽くされ、日本国内のみならず、
様々な場所から多くの支援が寄せられていますが、更なる助けが求め
られている状況です。
　そこで、震災発生よりちょうど１年が経過する３月11日に、被災
地の方々に向けての応援の気持ちを込め、チャリティーイベント“駕
与丁公園ファミリーフェスタ ～絆～”を開催いたします。

　詳しい内容は、来月号でお知らせいたします。
　多くの皆さまのお越しをお待ちしております。

●問合せ　粕屋町協働のまちづくり課　担当：岡村　☎938-0173　

YOSAKOIかすや祭り実行委員会
で企画されたコーナーです。

　

平
安
時
代
に
起
源
を
持
ち
、
江

戸
時
代
に
一
般
定
着
し
た
ひ
な
ま

つ
り
。
そ
の
歴
史
的
背
景
や
各
地

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
ひ
な
ま
つ
り

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
折
り
紙
や
ち
り
め
ん
布

を
使
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教

室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

 

春
季
企
画

 　
「
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
」

●
開
催
期
間　

２
月
24
日（
金
）
か

ら
３
月
20
日（
祝
）
ま
で

●
開
催
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
な
お
２
月
27
日
、

３
月
５
日
、３
月
12
日
、３
月
19

日
は
休
館
日
で
す
）

●
開
催
場
所　

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
階　

展
示
室

春
季

企
画
「
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
」「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
」開
催

 

「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
」

 

参
加
者
募
集

●
開
催
日
時　

２
月
25
日（
土
）

●
内
容
と
時
間

▽
こ
ど
も
の
部（
小
学
生
ま
で
）
折

り
紙
と
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
た

「
ひ
な
人
形
」
づ
く
り

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　

持
っ
て
く
る
も
の　

の
り
・
は

さ
み
・
色
え
ん
ぴ
つ

▽
一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）

　

ち
り
め
ん
布
を
使
っ
た「
ひ
な

人
形
」
づ
く
り

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

30
分
ま
で

　

持
っ
て
く
る
も
の　

裁
縫
道
具

一
式
、
材
料
費

●
開
催
場
所　

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
階　

視
聴
覚
室

●
募
集
定
員

▽
こ
ど
も
の
部　

30
名

　

参
加
費
無
料
、
小
学
生
以
下
の

参
加
者
に
つ
き
ま
し
て
は
保
護

者
同
伴

▽
一
般
の
部　

30
名

　

材
料
費
と
し
て
５
０
０
円
程
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間　

２
月
１
日（
水
）
か

ら
。
い
ず
れ
も
先
着
順
。

●
申
込
先

　
【
平
日
】
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
階

　

歴
史
資
料
館
事
務
室

　
　

☎（
９
３
９
）
２
９
８
４

　
【
土
・
日
・
祝
日
】

　
　

粕
屋
町
立
図
書
館

　
　

☎（
９
３
９
）
４
６
４
６

　

来
館
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※

月
曜
日
と
２
月
13
日（
月
）
〜
23

日（
木
）
は
蔵
書
点
検
の
た
め
電

話
申
込
の
み
。
た
だ
し
、
２
月

18
日（
土
）、
19
日（
日
）
は
休
館

日
の
た
め
申
込
み
不
可
。
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東日本大震災復興支援チャリティー

駕与丁公園ファミリーフェスタ ～絆～

●日時　３月11日（日）12:00～15:30（予定）

●場所　駕与丁公園交流広場

開催のお知らせ
　あと１か月で震災発生後１年が経ちます。震災が発生してから今ま
で、被災地の方々も復興に向けて力を尽くされ、日本国内のみならず、
様々な場所から多くの支援が寄せられていますが、更なる助けが求め
られている状況です。
　そこで、震災発生よりちょうど１年が経過する３月11日に、被災
地の方々に向けての応援の気持ちを込め、チャリティーイベント“駕
与丁公園ファミリーフェスタ ～絆～”を開催いたします。

　詳しい内容は、来月号でお知らせいたします。
　多くの皆さまのお越しをお待ちしております。

●問合せ　粕屋町協働のまちづくり課　担当：岡村　☎938-0173　

YOSAKOIかすや祭り実行委員会
で企画されたコーナーです。

　

平
安
時
代
に
起
源
を
持
ち
、
江

戸
時
代
に
一
般
定
着
し
た
ひ
な
ま

つ
り
。
そ
の
歴
史
的
背
景
や
各
地

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
ひ
な
ま
つ
り

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
折
り
紙
や
ち
り
め
ん
布

を
使
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教

室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

 

春
季
企
画

 　
「
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
」

●
開
催
期
間　

２
月
24
日（
金
）
か

ら
３
月
20
日（
祝
）
ま
で

●
開
催
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
な
お
２
月
27
日
、

３
月
５
日
、３
月
12
日
、３
月
19

日
は
休
館
日
で
す
）

●
開
催
場
所　

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
階　

展
示
室

春
季

企
画
「
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
」「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
」開
催

 

「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
」

 

参
加
者
募
集

●
開
催
日
時　

２
月
25
日（
土
）

●
内
容
と
時
間

▽
こ
ど
も
の
部（
小
学
生
ま
で
）
折

り
紙
と
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
た

「
ひ
な
人
形
」
づ
く
り

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　

持
っ
て
く
る
も
の　

の
り
・
は

さ
み
・
色
え
ん
ぴ
つ

▽
一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）

　

ち
り
め
ん
布
を
使
っ
た「
ひ
な

人
形
」
づ
く
り

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

30
分
ま
で

　

持
っ
て
く
る
も
の　

裁
縫
道
具

一
式
、
材
料
費

●
開
催
場
所　

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
階　

視
聴
覚
室

●
募
集
定
員

▽
こ
ど
も
の
部　

30
名

　

参
加
費
無
料
、
小
学
生
以
下
の

参
加
者
に
つ
き
ま
し
て
は
保
護

者
同
伴

▽
一
般
の
部　

30
名

　

材
料
費
と
し
て
５
０
０
円
程
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間　

２
月
１
日（
水
）
か

ら
。
い
ず
れ
も
先
着
順
。

●
申
込
先

　
【
平
日
】
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
階

　

歴
史
資
料
館
事
務
室

　
　

☎（
９
３
９
）
２
９
８
４

　
【
土
・
日
・
祝
日
】

　
　

粕
屋
町
立
図
書
館

　
　

☎（
９
３
９
）
４
６
４
６

　

来
館
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※

月
曜
日
と
２
月
13
日（
月
）
〜
23

日（
木
）
は
蔵
書
点
検
の
た
め
電

話
申
込
の
み
。
た
だ
し
、
２
月

18
日（
土
）、
19
日（
日
）
は
休
館

日
の
た
め
申
込
み
不
可
。



30

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
ん
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ご　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
な

　
　
　
　
　
　

お
ち
ば

〔
俳
句
〕

樹
々
さ
わ
ぐ
宵
は
静
か
に
冬
安
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子

鴨
の
来
て
に
わ
か
に
和
む
水
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

と
り
ど
り
の
落
葉
踏
み
し
め
山
門
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

そ
れ
ぞ
れ
に
故
郷
の
あ
り
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

野
の
花
を
染
め
る
生
涯
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

大
佛
の
指
し
な
や
か
に
秋
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

暮
れ
ゆ
け
る
地
蔵
の
視
野
に
鴨
の
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

デ
コ
ポ
ン
の
日
毎
彩
づ
く
師
走
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

紅
挿
せ
る
お
て
ん
ば
娘
七
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸

垂
直
に
立
つ
天
主
閣
冬
木
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

我
が
句
集
ペ
ー
ジ
に
み
か
ん
酸
と
ば

す　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

平
凡
に
過
ご
す
幸
せ
障
子
貼
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

日
向
ぼ
こ
老
い
た
る
足
の
爪
を
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

寒
月
夜
深
呼
吸
し
て
下
駄
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

餅
つ
き
や
寺
の
神
様
見
て
ご
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

落
ち
葉
掃
き
舞
う
風
背
に
し
空
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

行
く
秋
や
八
十
路
の
老
爺
庭
を
掃
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

一
瞬
の
濃
霧
に
眠
る
阿
蘇
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ

風
の
色
変
り
し
山
河
冬
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

野
球
観
る
余
暇
も
嬉
し
き
老
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

人
流
れ
聖
歌
流
れ
て
ク
リ
ス
マ
ス　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

渓
谷
に
雪
と
湯
け
む
り
露
天
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松　

久
英

連
紅
葉
木
漏
れ
日
に
浮
く
石
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乙
藤　

和
義

雑
巾
を
一
枚
刺
し
て
針
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

ひ
い
ら
ぎ
や
街
の
に
ぎ
わ
い
背
で
聞

く　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

〔
川
柳
〕

大
振
り
の
器
な
ん
で
も
受
け
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

器
量
よ
し
な
の
に
工
夫
が
足
り
ま
せ

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

あ
り
が
と
う
七
十
億
を
抱
く
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

瑞
竹

名
を
三
度
変
え
る
友
へ
の
祝
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

ト
ッ
プ
交
替
急
い
で
風
の
向
き
変
え

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き

隣
組
し
き
た
り
変
え
る
強
い
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
さ
く
ら

堪
忍
袋
切
れ
な
い
う
ち
に
席
を
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

指
輪
無
い
袋
の
中
を
全
部
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
本　

章
志

サ
ン
タ
さ
ん
袋
か
つ
い
で
被
災
地
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子

こ
こ
一
番
祖
母
頼
も
し
い
知
恵
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

変
わ
る
の
は
一
年
毎
の
総
理
の
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き

年
の
瀬
に
踊
る
活
字
で
大
セ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
久
島
か
よ
子

嫁
に
出
し
敬
語
ば
か
り
の
父
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

メ
ー
ル
ば
か
り
活
字
離
れ
の
子
を
憂

う　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛

十
八
歳
笑
顔
こ
ぼ
れ
る
カ
メ
ラ
ア
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子

〔
短
歌
〕

北
風
が
落
義
ま
い
散
る
冬
の
日
に
庭

の
水
仙
今
年
も
咲
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

良
き
友
の
来
た
り
て
パ
ン
ジ
ー
の
花

植
え
む
荒
い
し
庭
に
冬
場
微
笑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

絹
代

年
の
瀬
を
思
う
こ
こ
ろ
は
歳
の
せ
い

幼
に
あ
り
し
は
晦
日
待
ち
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

去
る
年
を
癒
え
て
輝
く
博
多
駅
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
仰
ぎ
て
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
筋
ア
イ
子

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
合
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　

粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０

（広告）

粕屋町ホームページ
バナー広告募集中
粕屋町ホームページ
バナー広告募集中

　粕屋町では、広報かすやの有料広告のほか、町の
公式ホームページでも有料広告（バナー広告）を募集し
ています。
　詳しくは、粕屋町のホームページ（バナー広告・広
告掲載案内→ホームページ有料広告）をご覧ください。
●問合せ　粕屋町協働のまちづくり課
　　　　　☎９３８－０１７３
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23　年

前年対比

49

＋2

　0

±0

57

ー3

487

＋17

　3

＋3

620

＋18

11月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

11月中 11月中 11月中

負傷者数死者数区分

町の人口

23年

22年

21年

人　口 男 女 世帯数

12月末現在

43,056

42,635

41,988

21,231

21,102

20,818

21,825

21,533

21,170

17,292

17,074

16,740

御
　

礼

寄
附
受
納
団
体

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

糸
山
ソ
ノ
ヱ

糸
山
登
志
雄

84

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

大　
　

隈

黒
瀬　

敬
子

黒
瀬　
　

覺

84

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

福
地　
　

子

福
地　
　

正

95

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
宮
区
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

若　
　

宮

松
永　

栄
二

長　

八
重
子

100

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東
区
老
人
ク
ラ
ブ

乙
仲
原
東

箱
田　

徳
充

箱
田　

洋
子

93

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東

中
司　

陽
子

北
原　

幸
一

62

12
月
１
日
〜
12
月
31
日
（
敬
称
略
）

平
成
23
年
度　

在
宅
介
護

者
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　

介
護
福
祉
課
で
は
、
介
護
し
て
い

る
方
が
心
身
と
も
に
健
康
で
在
宅
介

護
が
で
き
る
よ
う
家
族
が
抱
え
る
介

護
や
健
康
問
題
な
ど
、
生
活
全
般
に

関
わ
る
心
配
ご
と
や
お
悩
み
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
を
次
の
と
お
り
お
受

け
い
た
し
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
か
も

し
れ
な
い
と
思
わ
れ
て
も
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

要
支
援
・
要
介
護
者
を
介

護
し
て
い
る
介
護
者
及
び
そ
の
家

族
●
相
談
日　

２
月
13
日（
月
）
〜
２
月

17
日（
金
）　

●
相
談
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

●
場
所　

粕
屋
町
役
場
１
階　

介
護

福
祉
課
内　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口

●
申
込
み　

不
要
で
す
。
事
前
に
来

所
時
間
や
相
談
内
容
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
ご

き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー
ト

（
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会
）

の
お
知
ら
せ

　

福
岡
市
博
多
区
を
拠
点
に
、
全
国

各
地
で
公
演
を
行
っ
て
い
る
知
的
障

が
い
者
の
プ
ロ
楽
団
、Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽

部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

演
奏
会
を
今
年
度
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
純
粋
に
音
楽
に
向
き
合
う
彼
ら

が
奏
で
る
あ
た
た
か
な
音
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
、
障
が
い
者
団
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
・
健
康
か
す
や
21
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

２
月
25
日（
土
）

　

午
後
１
時
開
場　

午
後
２
時
開
演

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や　

多
目
的
ホ

ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
せ　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係　

☎（
９
３
８
）
０
２

　

２
９　

内
線
５
５
８
・
５
５
９

２月の税金

納め忘れていませんか

１月の
税　金

平
成
24
年
度　

粕
屋
町

体
育
施
設
使
用
団
体
の

登
録
を
行
い
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
体
育
施
設
使
用
団

体
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

粕
屋
町
の
体
育
施
設（
か
す
や
ド

ー
ム
を
除
く
）
を
使
用
す
る
場
合
は

団
体
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

使
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
登
録
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
登
録
で
き
る
団
体

・
粕
屋
町
住
民
で
組
織
さ
れ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体（
８
割
以
上
が
粕

屋
町
住
民
で
あ
る
こ
と
）

・
粕
屋
町
内
の
事
業
所
の
従
業
員
で

組
織
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

　
（
事
業
所
の
代
表
者
で
申
請
す
る

こ
と
）

※

い
ず
れ
も
非
営
利
目
的
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
で
あ
る
こ
と
。

●
申
請
書
配
布

・
粕
屋
町
役
場
社
会
教
育
課
で
配
布

・
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

●
申
請
方
法

・
粕
屋
町
役
場
社
会
教
育
課
に
直
接

提
出

・
福
岡
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
利

用（
継
続
団
体
の
み
可
）

　

詳
細
は
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
粕
屋
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
」参
照
。

●
申
請
書
提
出
期
限　

３
月
２
日（
金
）

※

登
録
団
体
を
対
象
に
施
設
使
用
説

明
会
を
３
月
13
日（
火
）
に
行
い
ま

す
。
登
録
団
体
は
必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

粕
屋
町
社
会
教
育
課　

☎（
９
３
８
）
１
４
１
０

固定資産税　　　第 ４期
国民健康保険税　第10期

町・県民税　　　第4期
国民健康保険税　第9期

　

案
内
で
き
ま
す
。

●
問
合
先　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
３
８
）０
２
２
９



31

23　年

前年対比

49

＋2

　0

±0

57

ー3

487

＋17

　3

＋3

620

＋18

11月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

11月中 11月中 11月中

負傷者数死者数区分

町の人口

23年

22年

21年

人　口 男 女 世帯数

12月末現在

43,056

42,635

41,988

21,231

21,102

20,818

21,825

21,533

21,170

17,292

17,074

16,740

御
　

礼

寄
附
受
納
団
体

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

糸
山
ソ
ノ
ヱ

糸
山
登
志
雄

84

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

大　
　

隈

黒
瀬　

敬
子

黒
瀬　
　

覺

84

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

福
地　
　

子

福
地　
　

正

95

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
宮
区
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

若　
　

宮

松
永　

栄
二

長　

八
重
子

100

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東
区
老
人
ク
ラ
ブ

乙
仲
原
東

箱
田　

徳
充

箱
田　

洋
子

93

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東

中
司　

陽
子

北
原　

幸
一

62

12
月
１
日
〜
12
月
31
日
（
敬
称
略
）

平
成
23
年
度　

在
宅
介
護

者
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　

介
護
福
祉
課
で
は
、
介
護
し
て
い

る
方
が
心
身
と
も
に
健
康
で
在
宅
介

護
が
で
き
る
よ
う
家
族
が
抱
え
る
介

護
や
健
康
問
題
な
ど
、
生
活
全
般
に

関
わ
る
心
配
ご
と
や
お
悩
み
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
を
次
の
と
お
り
お
受

け
い
た
し
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
か
も

し
れ
な
い
と
思
わ
れ
て
も
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

要
支
援
・
要
介
護
者
を
介

護
し
て
い
る
介
護
者
及
び
そ
の
家

族
●
相
談
日　

２
月
13
日（
月
）
〜
２
月

17
日（
金
）　

●
相
談
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

●
場
所　

粕
屋
町
役
場
１
階　

介
護

福
祉
課
内　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口

●
申
込
み　

不
要
で
す
。
事
前
に
来

所
時
間
や
相
談
内
容
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
ご

き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー
ト

（
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会
）

の
お
知
ら
せ

　

福
岡
市
博
多
区
を
拠
点
に
、
全
国

各
地
で
公
演
を
行
っ
て
い
る
知
的
障

が
い
者
の
プ
ロ
楽
団
、Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽

部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

演
奏
会
を
今
年
度
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
純
粋
に
音
楽
に
向
き
合
う
彼
ら

が
奏
で
る
あ
た
た
か
な
音
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
、
障
が
い
者
団
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
・
健
康
か
す
や
21
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

２
月
25
日（
土
）

　

午
後
１
時
開
場　

午
後
２
時
開
演

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や　

多
目
的
ホ

ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
せ　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係　

☎（
９
３
８
）
０
２

　

２
９　

内
線
５
５
８
・
５
５
９

２月の税金

納め忘れていませんか

１月の
税　金

平
成
24
年
度　

粕
屋
町

体
育
施
設
使
用
団
体
の

登
録
を
行
い
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
体
育
施
設
使
用
団

体
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

粕
屋
町
の
体
育
施
設（
か
す
や
ド

ー
ム
を
除
く
）
を
使
用
す
る
場
合
は

団
体
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

使
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
登
録
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
登
録
で
き
る
団
体

・
粕
屋
町
住
民
で
組
織
さ
れ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体（
８
割
以
上
が
粕

屋
町
住
民
で
あ
る
こ
と
）

・
粕
屋
町
内
の
事
業
所
の
従
業
員
で

組
織
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

　
（
事
業
所
の
代
表
者
で
申
請
す
る

こ
と
）

※

い
ず
れ
も
非
営
利
目
的
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
で
あ
る
こ
と
。

●
申
請
書
配
布

・
粕
屋
町
役
場
社
会
教
育
課
で
配
布

・
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

●
申
請
方
法

・
粕
屋
町
役
場
社
会
教
育
課
に
直
接

提
出

・
福
岡
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
利

用（
継
続
団
体
の
み
可
）

　

詳
細
は
粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
粕
屋
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
」参
照
。

●
申
請
書
提
出
期
限　

３
月
２
日（
金
）

※

登
録
団
体
を
対
象
に
施
設
使
用
説

明
会
を
３
月
13
日（
火
）
に
行
い
ま

す
。
登
録
団
体
は
必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

粕
屋
町
社
会
教
育
課　
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３
８
）
１
４
１
０
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国民健康保険税　第10期

町・県民税　　　第4期
国民健康保険税　第9期

　

案
内
で
き
ま
す
。

●
問
合
先　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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